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	 	 （単位：千円）

区　　分 平成29年度
年度末の残高

平成30年度
積立額 取崩し額 年度末の残高

一
般
会
計

財政調整基金 3,092,942 925 29,639 3,064,228
減債基金 1,032,960 504 0 1,036,057

特
定
目
的
基
金

公共施設整備基金 1,730,420 1,144 87,186 1,644,378
社会福祉振興基金 204,112 21 0 204,133
災害対策基金 207,288 127 0 207,416
合併振興基金 1,005,442 7,473 579 1,012,336
熊本地震復興基金 40,117 10 16,376 23,751
土地開発基金 113,683 17 0 113,700
その他の目的基金 76,157 13 5,950 67,626

合　　計 7,503,121 10,234 139,730 7,373,625
特
別
会
計

特別養護老人ホーム建設基金 621,308 305 0 621,613
介護保険介護給付費準備基金 0 50,000 0 50,000

合　　計 621,308 50,305 0 671,613
総　合　計 8,124,429 60,539 139,730 8,045,238

　平成30年度の一般会計と特別会計の基金現在高は、80億4,523万8千円となり、平成29年度に比べて7,919万1千円の減となりました。
＊	財政調整基金は、急激な支出増や収入減少のために取崩しています。
＊	公共施設整備基金は、橋梁改修や学校統合事業などのために取崩しています。
＊	熊本地震復興基金は、金栗生家記念館運営経費、防災マップ作成などに取崩しています。

平成30年度各会計歳入歳出決算額

町債（借金）の状況

収入済額 支出済額 差引残高
一般会計 79億1,695万9千円 69億3,269万4千円 9億8,426万5千円

特
別
会
計

国民健康保険事業会計 14億2,049万7千円 14億1,074万7千円 975万円
介護保険事業会計 16億5,759万3千円 14億7,794万6千円 1億7,964万7千円
特別養護老人ホーム事業会計 5億1,666万4千円 4億8,879万2千円 2,787万2千円
簡易水道事業会計 6,053万円 5,296万7千円 756万3千円
下水道事業会計 6,855万円 6,151万1千円 703万9千円
特定地域生活排水処理事業会計 1億277万4千円 1億103万5千円 173万9千円
春富財産区特別会計 117万3千円 13万4千円 103万9千円
後期高齢者医療事業会計 1億5,687万5千円 1億5,390万9千円 296万6千円

計 119億161万7千円 106億7,973万5千円 12億2,188万1千円

公
営
企

業
会
計

病院事業会計（収益的収支） 8億2,778万4千円 8億2,836万9千円 △58万5千円

※金額は端数処理をしているため、合計が合わない場合があります。

	 一般会計の推移	 （単位：千円）

区　　分
（一般会計分）

平成29年度
年度末の残高

平成30年度
起債額

（新たな借金）
元利償還額
（返済額） 年度末の残高

合併特例債 1,198,726 483,000 143,814 1,537,912
過疎対策事業債 2,461,090 298,100 391,127 2,368,063
災害復旧事業債 106,300 10,900 12,365 104,835
臨時財政対策債 3,105,211 168,856 265,314 3,008,753
その他の事業債 387,826 9,500 69,198 328,128

一般会計の合計 7,259,153 970,356 881,818 7,347,691
簡易水道事業債 200,515 0 22,974 177,541
公共下水道事業債 320,046 0 22,385 297,661
特定地域生活廃水処理事業債 198,331 23,900 20,881 201,350
病院事業債 382,994 57,600 56,631 383,963

特別会計の合計 1,101,886 81,500 122,871 1,060,515
総　合　計 8,361,039 1,051,856 1,004,689 8,408,206

＊	合併特例債は、合併市町村に認められた起債（借金）で、合併後の市町村の一体化又は均衡ある発展のための事業や、地域住民の連携強
化又は旧市町村の区域における地域振興のための基金造成などに活用されます。

＊	過疎対策事業債は、過疎地域に指定された市町村に認められた起債で、市町村道、農道などの整備、観光施設、消防施設、保健や福祉の
向上など幅広い事業に充てることができます。

◎	上記2つの起債は、その元利償還金の70％が後年度において交付税として措置されます。
＊	臨時財政対策債は、地方交付税の不足分を補うもので、元利償還金相当額（100％）が後年度において交付税として措置されるものです。

基金（貯金）の状況

財政を見る３つのポイント

医療や介護、子育
てなど福祉に使う
お金

借入の
返済金

町の
借入金

平成30年度
一般会計決算

歳入

歳出

決算の内訳

69億3,269万4千円

79億1,695万9千円

ど
う
使
っ
た
？ 

107
億
円

その他	297,458千円	3.7％

町債	
970,356千円

12.3％

県支出金
481,955千円

6.1％

国庫支出金
753,150千円

9.5％

その他
193,573千円
2.4％

災害復旧費
91,073千円
1.3％

消防費
277,672千円
4.0％

商工費
290,016千円	4.2％

農林水産業費
288,759千円	4.2％

衛生費
626,479千円
9.0％

繰入金
150,212千円
1.9％

議会費
81,615千円
1.2％

地方交付税
3,195,448千円

40.4％

公債費
926,172千円
13.4％

教育費
1,163,800千円

16.8％ 土木費
638,673千円
9.2％

民生費
1,778,546千円

25.6％

総務費
769,889千円
11.1％

繰越金
980,178千円
12.4％

町税
894,629千円
11.3％依

存
財 源 自主財

源

ごみ処理、斎場関
係に使うお金

保育や医療など使
い道の決まった補
助金

自治体の規模や人
口に応じて国から
交付されるお金

町民税、固定資産
税、軽自動車税な
どの税金

ⅰ	財政力指数　0.24（昨年度比＋0.01）
　予算のうち、どれ位を自前の税収などで賄えているかを表し
ます。この数値が高いほど財政力が強いことを示します。

ⅱ	経常収支比率　91.1％（昨年度比＋2.2）
　扶助費、人件費、維持補修費、補助金、公債費（借金返済）
などの用意に縮減できない経費の割合を表します。この数値が
低いほど政策的な事業に使える財源が多くなります。

ⅲ	公債費比率　9.0％（昨年度比＋1.1）
　一般会計が負担する公債費（借金返済）の割合を表します。
この数値が高いほど他の事業に充てる財源が圧迫されることに
なります。この数値が18％に達すると起債（借金）は、国の許
可性になります。

＊過去4年間の推移

区　分 平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

平成
30年度

財政力指数 0.23 0.23 0.23 0.24
経常収支比率

（％）
83.8 85.4 87.9 91.1

実質公債費比率
（％）

6.7 7.1 7.9 9.0

　財政力指数は、若干改善されたものの、経常収支比率
は3.9ポイント上昇して財政の強直家が見られます。実質
公債費比率は大型事業（学校統合事業）などの影響で上
昇傾向にあります。
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議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

議案第53号 条例
和水町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定
について

原案可決

議案第54号 条例
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う
関係条例の整備に関する条例について

〃

議案第55号 条例 消費税率の改定に伴う関係条例の整備に関する条例について 〃

議案第56号 条例 和水町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部改正について 〃

議案第57号 条例 和水町職員等の旅費に関する条例の一部改正について 〃

議案第58号 条例 和水町小作料協議会条例を廃止する条例について 〃

議案第59号 条例 和水町立学校設置条例の一部改正について 〃

議案第60号 条例 和水町史跡等保存整備審議会条例の制定について 〃

議案第61号 条例
和水町金栗四三生家記念館の設置及び管理に関する条例の一部改
正について

〃

議案第62号 補正予算 令和元年度　和水町一般会計補正予算（第４号） 〃

議案第63号 補正予算 令和元年度　和水町国民健康保険事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第64号 補正予算 令和元年度　和水町介護保険事業会計補正予算（第２号） 〃

議案第65号 補正予算 令和元年度　和水町住宅用地造成事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第66号 補正予算 令和元年度　和水町簡易水道事業会計補正予算（第１号） 〃

議案第67号 補正予算
令和元年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計補正予算（第
１号）

〃

議案第68号 補正予算 令和元年度　和水町後期高齢者医療事業会計補正予算（第２号） 〃

議案第69号 その他 和水町過疎地域自立促進計画の変更について 〃

議案第70号 その他 財産の無償貸与について（旧緑小学校） 〃

76億238万円に総
額

令和元年度　一般会計補正予算

定例議会
報告

令和元年

９月
2億3,424万8千万円を追加!!

　令和元年９月定例議会は９月５日から13日までの９日間の会期で開催され、８
名の議員が一般質問を行った。会期最終日には令和元年度補正予算など22議案（条
例９件、補正予算７件、その他５件）、決算10件、報告１件、諮問１件が上程され、
それぞれ可決、認定、承認された。
　条例改正については消費税率の改正に伴う関係条例の整備に関する条例、和水町
立学校設置条例の一部改正等が議決された。
　一般会計補正予算の主な内容は、住宅管理費として町営住宅にかかる維持管理費
1,439万７千円、（うち一般財源1,089万７千円）、農地等災害復旧費2,290万円（う
ち一般財源668万5千円）公共土木施設災害復旧費4,520万円（うち一般財源65万
3千円）他に商工費、プレミアム付き商品券関係に7,015万7千円（うち一般財源
０円）等となっている。
　９月定例議会会期中には各常任委員会において平成30年度決算審査が行われ、
認定された。

一般会計・特別会計補正予算

会　計　名 補　正　額 総予算額

一般会計 2億3,424万8千円 76億238万円

国民健康保険事業会計 8万円 14億326万1千円

介護保険事業会計 5,080万2千円 15億4,421万4千円

住宅用地造成事業会計 37万4千円 1,829万円

簡易水道事業会計 9万7千円 6,461万2千円

後期高齢者医療事業会計 45万9千円 1億5,850万1千円

条 例： 9件

補 正 予 算： 7件

そ の 他： 5件

決 算：10件

諮 問： 1件

計 32件

９ 月 議 会 議 案 審 議

町長提出議案一覧

採 決 結 果
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受付番号 受付年月日 件　　　　　　　名 審査結果 付託委員会

177 令和元年7月31日 主要地方道玉名八女線道路改良に関する要望書 採択 厚生建設経済
常任委員会

206 令和元年8月28日
教職員定数の改善及び義務教育に係る確実な財源保障をはかるた
めの、2020年度政府予算に係る意見書提出の要請について 継続審査 総務文教

常任委員会

議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

閉会中の継続審査について 原案決定

閉会中の継続調査について（各委員会） 〃

議員派遣について 〃

議員提出議案一覧

議案番号 区　分 議　　　　案　　　　名 審議採決の結果

議案第71号 その他 財産の無償貸与について（旧緑小学校） 〃

議案第72号 その他 財産の無償貸与について（旧緑小学校十町分校） 〃

議案第73号 その他 財産の無償貸与について（旧緑小学校） 〃

認定第 1 号 決算 平成30年度　和水町一般会計歳入歳出決算 原案認定

認定第 2 号 決算 平成30年度　和水町国民健康保険事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 3 号 決算 平成30年度　和水町介護保険事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 4 号 決算 平成30年度　和水町特別養護老人ホーム事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 5 号 決算 平成30年度　和水町簡易水道事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 6 号 決算 平成30年度　和水町下水道事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 7 号 決算 平成30年度　和水町特定地域生活排水処理事業会計歳入歳出決算 〃

認定第 8 号 決算 平成30年度　和水町春富財産区特別会計歳入歳出決算 〃

認定第 9 号 決算 平成30年度　和水町後期高齢者医療事業会計歳入歳出決算 〃

認定第10号 決算 平成30年度　和水町病院事業会計決算 〃

諮問第 6 号 人事 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案同意

陳 情 等 の 審 査 結 果

　

７
月
11
日
と
12
日
の
２
日
間
の
日
程
で
、

上
益
城
郡
御
船
町
と
宮
崎
県
高
原
町
の
視
察

研
修
を
行
っ
た
。

　

御
船
町
で
は
、
学
校
給
食
共
同
調
理
場
に

お
い
て
、
調
理
場
の
建
設
に
至
る
ま
で
の
経

緯
や
進
め
方
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

　

御
船
町
に
は
６
小
学
校
・
１
中
学
校
が
あ

り
、
す
べ
て
の
学
校
は
自
校
式
の
学
校
給
食

が
実
施
さ
れ
て
い
た
が
、
多
く
の
施
設
が
老

朽
化
し
、
半
数
は
35
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、

施
設
の
改
修
や
厨
房
機
器
の
修
繕
・
買
換
え

が
多
く
な
っ
た
た
め
、
平
成
21
年
に
「
学
校

給
食
問
題
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
て
19
回

に
及
ぶ
検
討
会
議
を
経
て
、
平
成
23
年
３
月

に
「
学
校
給
食
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
１
小

学
校
の
み
自
校
方
式
と
決
定
し
た
。

　

平
成
24
年
「
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
敷
地
検

討
委
員
会
」
を
設
置
し
た
が
、
建
設
場
所
の

選
定
が
難
航
し
、
４
年
の
歳
月
を
経
て
現
在

地
へ
の
建
設
決
定
に
至
り
、
平
成
28
年
８
月

に
工
事
着
工
、
翌
平
成
29
年
４
月
か
ら
稼
働

し
て
い
る
。

　

御
船
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
概
要
は
、

床
面
積
８
５
０
㎡
の
鉄
骨
造
。
総
事
業
費
約

７
億
２
千
万
円
。
う
ち
国
庫
補
助
金
約
１
億

１
，
７
５
０
万
円
、
職
員
体
制
17
名（
正
規
職

員
は
９
名
）、
各
学
校
へ
の
配
送
は
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。
現
在

は
、
町
直
営
で
あ
る
が
、
民
間
委
託
を
視
野

に
そ
の
時
期
を
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

当
日
の
給
食
を
私
達
も
頂
戴
し
た
。
黒
糖

パ
ン
、
サ
ラ
ダ
う
ど
ん
、
枝
豆
と
豆
腐
の
メ

ン
チ
カ
ツ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
牛
乳
で
単
価
は

２
８
０
円
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
食
後
の
感
想

は
、
味
、
食
感
、
見
栄
え
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
と

も
良
か
っ
た
と
評
価
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

菊
水
地
区
の
学
校
給
食
共
同
調
理
場
を
検

討
す
る
上
で
、
衛
生
面
に
配
慮
し
、
費
用
対

効
果
等
も
検
討
し
な
が
ら
、
子
ど
も
達
に
、

安
心
・
安
全
な
給
食
が
提
供
で
き
る
施
設
の

建
設
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

　

２
日
目
は
、
宮
崎
県
高
原
町
で
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
に
つ
い
て
研
修
を
行
っ
た
。

　

平
成
26
年
「
高
原
町
ふ
る
さ
と
納
税
推
進

協
議
会
」
を
設
立
。
現
在
は
40
事
業
所
の
参

加
を
得
て
、
返
礼
品
の
開
発
や
拡
充
を
推
進

し
て
お
り
、
役
場
に
事
務
局
を
置
き
正
職
員

１
名
、
臨
時
職
員
３
名
で
対
応
し
て
い
る
と

の
こ
と
。

　

主
な
返
礼
品
は
、
肉
製
品
、
米
、
果
実
、
酒

類
、
菓
子
な
ど
１
５
３
品
目
を
揃
え
て
い
る
。

特
に
、
基
幹
産
業
が
畜
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

肉
製
品
だ
け
で
27
品
目
を
揃
え
て
い
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数
・
額
と

も
に
数
年
前
ま
で
は
、
年
平
均
で

寄
付
件
数
２
万
件
、
寄
付
額
約
３

億
円
程
度
で
あ
っ
た
が
、
返
礼
品

の
見
直
し（
寄
付
額
の
３
割
以
内

の
返
礼
品
）を
行
っ
た
昨
年
度
は
、

寄
付
件
数
約
１
万
２
千
件
、
寄
付

額
約
１
億
８
千
万
円
と
、
半
減
し

た
と
の
こ
と
。

　

対
応
策
と
し
て
、
昨
年
度
の
ふ

る
さ
と
納
税
剰
余
金
４
千
万
円

を
基
金
積
立
し
て
、
長
期
計
画
で

有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
い
た
。

　

研
修
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
推
進

協
議
会
副
会
長
で
あ
る
菓
子
店

に
お
邪
魔
し
て
、
返
礼
品
の
実
物

を
見
学
・
味
見
を
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

本
町
で
は
、
今
年
度
か
ら
民
間
事
業
者
に

事
務
委
託
を
始
め
て
お
り
、
他
自
治
体
と
同

じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で
き
た

と
考
え
る
の
で
、「
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
協

議
会
」
の
よ
う
な
体
制
づ
く
り
の
た
め
に
、

町
内
事
業
者
等
に
呼
び
掛
け
、
町
内
へ
の
経

済
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
仕
組
み
づ

く
り
、
第
６
次
産
業
の
育
成
と
返
礼
品
の
充

実
に
務
め
る
べ
き
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
又
、
地
域
活
性
化
戦
略
の
た

め
に
具
体
的
な
計
画
も
必
要
で
あ
る
と
思
う

と
こ
ろ
で
あ
る
。

総
務
文
教
常
任
委
員
長
　
池
田
龍
之
介

学
校
給
食
共
同
調
理
場
及
び

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
の
視
察
研
修

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告
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ズバリ！聞きます

９月定例会では８名の議員が一般質問を行
いました。主な質問事項は次のとおりです。

ズバリ！聞きます　一般質問

人
材
獲
得
、経
済
貧
困
の『
負
の
連
鎖
』を

断
つ
一
つ
の
方
策
と
し
て
、

町
の
奨
学
金
制
度
に
給
付
型
を
新
設
し

貸
与
型
と
併
用
し
て
は
!!

問
集
落
営
農
組
織
の
事
で
、
よ
く
耳

に
す
る
の
が
、
機
械
を
扱
う
の
が
特
定

の
人
に
限
ら
れ
る
、
偏
り
す
ぎ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
件
の
解
決
策
と
し
て
の
、

指
導
、
管
理
体
制
は
ど
の
様
に
な
っ
て

居
る
の
か
。

答
（
農
林
振
興
課
長
）私
も
、
あ
る
総

会
で
、
会
員
の
方
か
ら
話
し
を
聞
く
。

組
織
全
体
の
組
直
し
を
考
え
て
は
、
と
、

言
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

問
人
材
育
成
、
特
に
若
年
層
の
育
成

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
（
町
長
）職
員
の
意
識
改
革
、
能
力

開
発
、
限
ら
れ
た
人
材
の
中
、
個
の
能

力
を
活
用
し
て
い
く
た
め
、
町
人
材
基

本
方
針
を
策
定
し
、
人
材
育
成
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

答
（
総
務
課
長
）
入
庁
２
年
目
迄
の
職

員
を
対
象
に
、
財
政
等
の
研
修
を
実
施
。

問
役
場
職
員
の
人
材
育
成
も
大
事
。

和
水
町
、
町
民
全
体
で
考
え
な
け
れ
ば
、

町
主
導
で
、
町
を
お
互
い
に
良
く
す
る

気
持
ち
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
人
材
も
育

た
な
い
。

　

今
、
経
済
格
差
、
経
済
貧
困
か
ら
、

奨
学
金
制
度
を
活
用
さ
れ
る
方
は
、
卒

業
し
た
時
点
で
負
債
を
抱
え
、
負
の
財

産
を
連
鎖
。
そ
れ
を
断
ち
切
る
手
段
、

方
策
と
し
て
、
再
春
館
製
薬
所
が
、
来

年
度
か
ら
実
施
す
る
奨
学
金
制
度
で
は
、

県
内
の
企
業
に
５
年
間
勤
務
す
れ
ば
半

額
減
免
。
同
社
、
グ
ル
ー
プ
関
連
企
業

に
５
年
間
勤
務
す
れ
ば
全
額
免
除
。
国

で
も
、
国
家
公
務
員
に
な
れ
ば
全
額
免

除
。
優
秀
な
人
材
を
集
め
る
た
め
の
手

段
と
し
て
、
町
の
奨
学
金
は
貸
与
型
で

あ
る
が
、
卒
業
後
10
年
町
に
住
み
、
県

内
の
企
業
、
町
内
の
企
業
に
就
職
す
る

条
件
付
き
の
給
付
型
を
併
用
し
、
人
材

獲
得
、
人
材
育
成
を
有
効
に
推
進
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
（
町
長
）
大
変
貴
重
な
ご
提
案
を
頂

い
た
。
私
も
勉
強
し
、
対
応
も
検
討
し

た
い
。

一般質問
　

厚
生
建
設
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和

元
年
７
月
25
日
に
宮
崎
県
東
臼
杵
郡
諸
塚
村

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
せ
せ
ら
ぎ
の
里
」、

26
日
に
宮
崎
県
児
湯
郡
都
農
町
「
都
農
町　

国
民
健
康
保
険
病
院
」
を
研
修
先
と
し
視
察

研
修
を
行
っ
た
。
出
席
者
は
、
25
日
に
常
任

委
員
6
名
、
随
行
職
員
３
名
の
９
名
、
翌
26

日
は
、
齋
木
副
委
員
長
が
私
事
に
よ
り
欠
席

の
為
８
名
で
の
視
察
研
修
と
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
諸
塚
村
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
せ
せ
ら
ぎ
の
里
」は
、
九
州
山
脈
の
中
、
宮
崎

県
の
北
部
に
位
置
し
、
森
林
率
95
％
で
林
業

が
主
な
産
業
で
あ
り
人
口
は
、
１
，
５
４
０

人
ほ
ど
、
高
齢
化
率
も
44
％
を
超
え
て
い
る
。

　

平
成
５
年
４
月
、
定
員
30
名
で
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
開
園
、
平
成
12
年
か
ら
公
設
民

営
で
運
営
し
て
い
た
が
、
平
成
15
年
に
民
間

が
撤
退
し
現
在
は
、
定
員
49
名
で
社
会
福
祉

協
議
会
が
運
営
し
て
お
り
、
稼
働
率
は
85
・

２
％
と
本
町
き
く
す
い
荘
の
定
員
１
１
０
名

の
半
分
以
下
の
定
数
で
あ
る
が
、
諸
塚
村
の

人
口
か
ら
み
る
と
十
分
な
定
員
と
な
っ
て
い

る
。

　

稼
働
率
も
き
く
す
い
荘
の
95
・
３
％
よ
り

10
％
程
度
低
く
、
人
材
不
足
は
特
に
深
刻
で
、

各
種
加
算
も
取
得
で
き
ず
よ
り
経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
介
護
の
機
器
や

送
迎
車
の
導
入
な
ど
、
何
と
か
ハ
ー
ド
面
の

充
実
は
で
き
て
も
「
介
護
人
材
の
確
保
」
が

課
題
で
あ
る
。

　

都
市
部
か
ら
の
移
住
・
通
勤
・
雇
用
は
非
常

に
難
し
く
、
過
疎
化
が
進
み
若
者
の
少
な
い

諸
塚
村
で
は
、
人
材
は
貴
重
で
あ
り
今
で
も

ぎ
り
ぎ
り
の
人
数
で
あ
り
将
来
村
内
だ
け
で

賄
う
の
は
困
難
で
あ
る
。
村
は
「
施
設
就
職

者
へ
の
給
付
金
」、
施
設
側
も
若
い
職
員
の

定
着
を
図
る
た
め
、
独
自
に
資
格
取
得
に
む

け
た
「
給
付
型
奨
学
金
制
度
」
を
設
け
、
村
と

施
設
が
採
用
か
ら
人
材
育
成
、
定
着
に
至
る

ま
で
効
果
的
な
施
策
を
練
っ
て
い
る
。
人
材

確
保
は
一
施
設
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
地

域
全
体
の
課
題
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

次
に「
都
農
町　

国
民
健
康
保
険
病
院
」は
、

宮
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
の
海
沿
い
に
位
置
し
、

人
口
１
０
，
３
４
７
人
と
ほ
ぼ
和
水
町
と
同

規
模
の
町
で
あ
る
。

　

昭
和
29
年
に
開
院
し
昭
和
49
年
に
新
築
移

転
、
平
成
30
年
に
隣
地
新
築
移
転
し
２
階
建

て
の
非
常
に
新
し
い
病
院
施
設
に
な
っ
て
お

り
診
療
科
も
内
科
・
外
科
・
消
化
器
内
科
・
消

化
器
外
科
・
小
児
科
・
ア
レ
ル
ギ
ー
科
・
放
射

線
科
・
整
形
外
科
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
・

眼
科
と
充
実
し
て
お
り
平
成
30
年
の
新
築
以

降
は
、
入
院
、
外
来
と
も
に
患
者
数
が
徐
々

に
伸
び
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
都
農
町
民
の

為
の
身
近
な
医
療
機
関
と
な
っ
て
い
る
。

　

病
床
数
は
和
水
町
91
床
に
対
し
65
床
、
病

床
利
用
率
は
、
和
水
町
58
・
６
％
に
対
し
58
・

１
％
と
な
っ
て
お
り
経
営
的
に
も
本
町
同
様
、

厳
し
い
状
況
が
毎
年
続
い
て
い
る
。

　

医
師
の
人
材
不
足
に
つ
い
て
は
、
現
在
高

齢
化
の
状
態
で
は
あ
る
が
、
宮
崎
大
学
医
学

部
地
域
医
療
・
総
合
診
療
医
学
講
座
と
連
携

し
令
和
２
年
４
月
よ
り
「
地
域
包
括
ケ
ア
・

総
合
診
療
医
学
講
座
」
を
開
設
し
医
学
生
が

都
農
町
立
病
院
で
働
き
た
い
と
思
わ
せ
る
展

開
も
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
都
農
町
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
額
が

平
成
30
年
度
決
算
で
約
96
億
円
と
全
国
で
も

上
位
に
位
置
し
一
般
会
計
予
算
規
模
も
２
０

０
億
円
を
超
え
る
予
算
と
な
っ
て
お
り
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
純
利
益
も
２
～
３
割
程
度
あ

り
、
財
源
的
に
非
常
に
余
裕
の
あ
る
予
算
で

あ
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
、
地
方
の
公
営
施
設
、

病
院
は
低
迷
し
た
経
営
状
態
、
医
師
の
人
材

確
保
、
介
護
士
、
看
護
師
の
人
材
不
足
な
ど

い
ず
れ
も
本
町
と
共
通
し
て
お
り
継
続
し
て

わ
が
町
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で

あ
る
。

　

今
後
、
議
会
と
執
行
部
が
と
も
に
意
見
を

持
ち
寄
り
、
病
院
特
養
特
別
委
員
会
、
厚
生

建
設
経
済
常
任
委
員
会
で
し
っ
か
り
議
論
し
、

病
院
及
び
特
養
を
町
民
の
た
め
に
今
後
維
持

管
理
で
き
る
様
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
研
修
を
終
え
た
。

厚
生
建
設
経
済
常
任
委
員
長
　
坂
本
　
敏
彦

地
方
公
営
施
設
と

病
院
に
つ
い
て
の
視
察
研
修

厚
生
建
設
経
済
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告

池田龍之介議員

＊一般質問の記事は、質問した議員が600文字程度
に要約したものです。原文を尊重していますが、一
部編集しています。
＊発言が「〜である。」調で記載していますが、質問・
答弁は丁寧語で発言されています。
＊会議録は町の公式ホームページで閲覧できます。

池田　龍之介議員	 9P
◦人材獲得、経済貧困の『負の連鎖』を断つ一
つの方策として、町の奨学金制度に給付型を新
設し貸与型と併用しては!!

庄山　忠文議員	 10P
◦菊水地域小・中学校建設事業の進捗状況は

竹下　周三議員	 10P
◦人事の責任は町長にある
◦本町主要幹線道路に新たな橋を

荒木　宏太議員	 11P
◦町有地の最大限の活用と金栗先生顕彰につい
て

齊木　幸男議員	 11P
◦ふるさと納税課の新設
◦高速道路から見える宅地分譲の看板
◦学校給食費の無償化や補助は

森　潤一郎議員	 12P
◦高齢者が健康で生きがいの持てるまちづくりを
町はどう取り組んでいるか

白木　淳議員	 12P
◦運転免許自主返納者にシニアカーの補助金を

秋丸　要一議員	 13P
◦医療・介護事業の運営について
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ズバリ！聞きます 一般質問

菊
水
地
域
小
・
中
学
校

建
設
事
業
の
進
捗
状
況
は

◦
人
事
の
責
任
は
町
長
に
あ
る

◦
本
町
主
要
幹
線
道
路
に		

新
た
な
橋
を

問
建
設
事
業
の
費
用
と
建
設
事
業
の

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）　

開
校
準
備
委
員
会
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学

等
を
令
和
２
年
４
月
開
校
に
向
け
て
取

組
ん
で
い
る
。
４
校
が
集
ま
る
の
で
学

習
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ
る
交
流
を

深
め
て
い
る
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）平
成
29
年
度
に

小
・
中
学
校
共
に
耐
震
工
事
は
終
わ
っ

て
、
現
在
は
小
学
校
の
増
築
、
プ
ー
ル

も
小
・
中
学
校
共
完
了
し
、
後
は
小
中

学
校
の
改
修
が
11
月
に
は
終
わ
る
予
定

で
す
す
め
て
い
る
。
費
用
に
つ
い
て
耐

震
工
事
、
大
規
模
改
修
工
事
、
増
築
、

プ
ー
ル
工
事
、
共
同
調
理
場
改
築
す
べ

て
で
21
億
円
程
度
で
収
め
る
事
に
な
っ

て
い
た
が
、
現
時
点
で
は
21
億
４
，
２

７
９
万
円
で
今
後
多
少
増
減
は
あ
る
か

と
思
う
。
跡
地
に
つ
い
て
は
平
成
25
年

に
諮
問
後
は
協
議
し
て
い
な
い
。
現
在
、

公
共
施
設
評
価
調
査
を
し
て
い
る
。
そ
の

後
議
会
と
協
議
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問
町
長
の
施
政
の
中
で
番
城
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
動
向
は
、
又
ふ
れ
あ
い
会
館
、

特
老
、
病
院
の
方
向
性
は
ど
う
進
め
て

い
く
か
。

答
（
町
長
）
番
城
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ
い

て
は
特
別
委
員
会
の
議
論
な
ど
を
踏
ま

え
て
最
終
的
に
決
断
し
て
い
き
た
い
。

ふ
れ
あ
い
会
館
は
議
会
全
員
協
議
会
で

の
意
見
等
を
賜
り
検
討
し
、
公
共
施
設

見
直
し
を
含
め
て
方
向
性
を
決
定
し
た

い
。
病
院
、
特
老
に
つ
い
て
は
議
会
で

検
討
委
員
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る

事
か
ら
検
討
結
果
等
を
含
め
て
判
断
し

た
い
。

問
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
の
改
正
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
真
意
は
。

答
（
総
務
課
長
）地
方
自
治
法
、
地
方

公
務
員
法
の
法
改
正
で
あ
り
、
働
き
方

改
革
、
雇
用
制
度
の
確
立
で
あ
る
。

提案
正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
の
格
差

を
考
え
た
時
、
任
用
職
員
の
待
遇

改
善
は
も
ち
ろ
ん
最
も
大
切
で
あ
る
。

又
、
同
時
に
職
員
の
公
務
員
と
し
て
の

プ
ラ
イ
ド
あ
る
意
識
改
革
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
上
で
職
場
環
境
の
整
備
も
一
層
進

め
て
頂
き
た
い
。

問
生
活
基
盤
整
備
の
進
捗
状
況
。
菊

水
地
区
と
三
加
和
地
区
を
繋
ぐ
、
重
要

な
道
路
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
町
長

の
所
見
は
。

答
（
町
長
）下
津
原
地
区
か
ら
菰
田
橋

を
経
由
し
て
、
平
野
地
区
へ
ア
ク
セ
ス

す
る
玉
名
立
花
線
は
、
１
日
約
１
７
５

４
台
通
る
。
又
、
江
栗
地
区
か
ら
平
野

地
区
、
太
田
黒
区
を
結
ぶ
和
仁
菊
水
線

は
１
日
約
５
０
０
台
通
る
。

問
菰
田
橋
は
、

巾
３
・
５
ｍ
で

離
合
が
困
難
で

あ
り
、
主
要
幹

線
道
路
と
し
て

は
ふ
さ
わ
し
く

な
い
。
下
流
に
、

新
た
な
橋
の
計
画
は
出
来
な
い
か
。

答
（
町
長
）
検
討
課
題
は
多
々
あ
る
が
、

新
た
な
橋
が
あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。

問

課
題
の
あ
る
事
は
理
解
出
来
る
。

伺
い
た
い
の
は
、
や
る
気
が
有
る
か
無

い
か
で
あ
る
。

答
（
町
長
）
前
に
進
め
て
い
く
。
一
気

に
は
出
来
な
い
が
、
県
・
国
に
も
相
談

し
な
が
ら
架
橋
方
向
で
全
力
を
挙
げ
て

し
っ
か
り
進
め
て
参
り
た
い
。

町
有
地
の
最
大
限
の
活
用
と

金
栗
先
生
顕
彰
に
つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
課
の
新
設

高
速
道
路
か
ら
見
え
る
宅
地
分
譲
の
看
板

学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
補
助
は

問
平
野
、
大
田
黒
地
区
に
あ
る
町
有

林
「
ふ
れ
あ
い
の
森
」
に
お
け
る
事
業

の
計
画
内
容
と
現
在
の
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。

答
（
町
長
）
ふ
れ
あ
い
の
森
事
業
は
平

成
15
年
３
月
に
ふ
れ
あ
い
の
森
整
備
基

本
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
計
画
の

概
要
は
、
環
境
体
験
学
習
を
行
う
体
験

交
流
ゾ
ー
ン
、
遊
び
の
森
ゾ
ー
ン
、
住

宅
地
造
成
ゾ
ー
ン
と
３
つ
の
ゾ
ー
ン
を

整
備
す
る
内
容
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
、
三
位
一
体

改
革
と
市
町
村
合
併
に
よ
り
中
断
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

問
昨
年
12
月
に
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
の
コ

ー
ス
整
備
に
つ
い
て
新
聞
で
報
道
さ
れ

た
。
な
ぜ
金
栗
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開
設
時

期
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
の
実
現
が
叶

わ
な
か
っ
た
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）「
ふ
れ

あ
い
の
森
」
に
お
け
る
協
定
書
の
内
容

に
つ
い
て
、
現
在
は
全
体
の
面
積
を
な

ご
み
の
里
が
利
用
す
る
協
定
に
な
っ
て

お
り
、
な
ご
み
の
里
と
協
議
が
で
き
て

い
な
か
っ
た
。
時
間
が
な
か
っ
た
。
協
定

の
中
身
を
見
直
し
、
面
積
の
棲
み
分
け

を
し
て
今
年
度
は
早
急
に
計
画
を
立
て

て
い
き
た
い
。

答
（
町
長
）
協
定
内
容
が
足
か
せ
に
な

っ
た
こ
と
が
原
因
。
早
急
に
解
決
し
て

期
待
し
て
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
希
望
に

沿
う
よ
う
し
て
い
き
た
い
。

問

金
栗
四
三
マ
ラ
ソ
ン
の
町
内
の

小
・
中
学
生
の
参
加
が
、
以
前
は
学
校

行
事
の
年
も
あ
っ
た
。
し
か
し
昨
年
は

年
齢
に
あ
っ
た
適
正
な
距
離
が
な
い
こ

と
か
ら
断
念
さ
れ
た
。
今
年
は
ど
う
か
。

答
（
教
育
長
）
雨
の
大
会
等
が
あ
っ
た

時
に
体
力
に
不
安
の
あ
る
児
童
、
生
徒

の
体
調
管
理
に
問
題
が
あ
り
、
中
止
せ

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
天
候
次
第
で
参

加
が
左
右
さ
れ
る
行
事
に
つ
い
て
、
学

校
行
事
と
し
て
取
り
入
れ
る
の
は
難
し

い
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状
は
。

答
（
町
長
）
平
成
29
年
度
２
５
６
件
、

９
８
０
万
円
、
返
礼
品
24
品
目
。
30
年

度
３
４
９
件
、
７
４
４
万
円
、
29
品
目
。

問
８
月
21
日
熊
日
新
聞
に
南
関
町
ふ

る
さ
と
納
税
本
年
は
１
億
５
千
万
円
を

見
込
む
と
あ
る
。
目
標
額
は
１
億
円
以

上
が
妥
当
。
自
主
財
源
を
１
億
円
確
保

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答
（
町
長
）
最
低
１
億
円
を
目
標
に
頑

張
れ
と
檄
を
飛
ば
し
て
い
る
。

問
高
速
道
路
か
ら
見
え
る
看
板
は
絶

大
な
宣
伝
効
果
が
あ
る
。
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
跡
地
に
町
内
の
お
店
の
紹
介
を

入
れ
た
宅
地
分
譲
の
宣
伝
看
板
設
置
は

可
能
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）ま
だ
検

討
・
把
握
は
し
て
い
な
い
。

問
平
成
30
年
12
月
議
会
で
質
問
し
て

か
ら
９
ヶ
月
が
経
っ
た
。
消
防
菊
水
分

署
上
の
町
有
地
の
宅
地
造
成
工
事
は
い

つ
か
ら
始
ま
る
の
か
。
努
力
は
し
た
か
。

答
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
計
画
書

ま
で
は
出
来
上
が
っ
て
い
る
が
、
事
業

は
進
ん
で
い
な
い
。

問
鶯
原
区
は
、
道
が
狭
く
て
不
便
。

道
路
側
溝
有
蓋
化
の
工
事
も
進
ま
な
い
。

こ
う
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
事
を
ご

存
知
か
。

答
（
町
長
）現
地
を
確
認
し
て
み
る
。

問
学
校
給
食
費
を
無
償
化
し
た
場
合

の
必
要
額
は
。

答
（
学
校
教
育
課
長
）
年
間
３
６
０
０

万
円
の
経
費
が
必
要
。

問
将
来
に
危
機
感
を
持
つ
自
治
体
は
、

子
育
て
支
援
に
こ
そ
力
を
入
れ
る
べ
き
。

給
食
費
の
無
償
化
や
補
助
を
実
現
す
る

時
期
が
来
て
い
る
。

答
（
町
長
）問
題
は
財
源
。
財
源
が
あ

れ
ば
即
や
り
た
い
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
課
、
子
育
て
支
援

課
、
イ
ノ
シ
シ
対
策
課
な
ど
和
水
町
の

課
題
解
決
の
た
め
新
設
す
る
考
え
は
。

答
（
町
長
）
和
水
町
が
誕
生
し
て
13
年
。

組
織
の
見
直
し
、
統
合
・
分
離
も
必
要

で
あ
る
。
今
、
検
討
し
て
い
る
。

竹下　周三議員

庄山　忠文議員

齊木　幸男議員

荒木　宏太議員
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ズバリ！聞きます 一般質問

和水町議会チーム監督　白木　淳

　去る８月30日に、令和元年度玉名郡町村議会議員研修会が和水町役場本庁で行われました。熊本

県町村議会議長会事務局長の古家陽介氏を講師に迎え、議員の「発言」について講義を受けました。

発言の自由と責任、会議での発言のルールや制限を分かりやすく解説いただきました。午後から和

水町体育館に場所を移し、親善球技大会が行われました。今年は若手の議員がＡチームとして出場

しました。４町の総当たり戦で、南関町議会チームに１セットは落したものの、その他はストレー

トで決勝トーナメントに進出

しました。決勝トーナメント

でも危なげなく勝利し、２連

覇を達成することができまし

た。Ｂチームは惜しくも予選

で敗退しましたが、全議員楽

しんでいる様子でした。来年

は３連覇に向けて頑張りたい

と思います。

問

町
内
の
高
齢
者
の
人
口
比
率
は
。

今
後
の
推
移
の
予
測
は
。

答
（
町
長
）
65
歳
以
上
の
町
内
の
高
齢

者
は
、
令
和
元
年
７
月
31
日
現
在
４
，

０
２
７
人
、
高
齢
化
率
40
・
７
％
と
な

っ
て
い
る
。

答
（
健
康
福
祉
課
長
）
人
口
推
移
に
つ

い
て
、
令
和
２
年
度
総
人
口
９
，
８
２

４
人
、
65
歳
以
上
の
人
口
４
，
０
５
５
人
、

高
齢
化
率
41
・
３
％
。
令
和
７
年
度
総

人
口
８
，
８
８
３
人
、
65
歳
以
上
３
，

９
５
４
人
、
高
齢
化
率
44
・
５
％
。
推

計
最
終
年
度
令
和
22
年
度
総
人
口
５
，

９
１
６
人
、
65
歳
以
上
の
人
口
２
，
８

５
３
人
、
高
齢
化
率
48
・
２
％
と
な
っ

て
い
る
。

問
町
内
66
行
政
区
の
う
ち
高
齢
者
組

織
の
な
い
区
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
か
。

組
織
の
な
い
区
の
高
齢
者
の
行
動
を
町

は
ど
の
よ
う
に
し
て
把
握
し
、
対
応
し

て
い
る
か
。

答
（
町
長
）町
老
連
加
入
の
老
人
ク
ラ

ブ
組
織
は
14
ク
ラ
ブ
で
会
員
数
は
４
４

１
名
と
な
っ
て
い
る
。

答
（
健
康
福
祉
課
長
）
行
政
の
立
場
で

は
常
日
頃
よ
り
の
状
況
把
握
は
で
き
て

い
な
い
が
、
命
の
バ
ト
ン
登
録
や
要
支
援

者
に
登
録
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、
行
政

区
長
、
民
生
委
員
、
近
隣
の
住
民
の
協

力
を
得
て
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

問
高
齢
者
の
住
み
や
す
い
町
、
健
康

で
元
気
な
高
齢
者
の
多
い
町
、
生
き
甲

斐
の
持
て
る
高
齢
者
の
町
を
目
指
す
た

め
に
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く
必
要
が
あ

る
。
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
政
策
を
作
り
具

体
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
ど
れ
だ
け
で

き
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）「
命
の
バ
ト
ン
」活
動
や「
お

茶
の
間
筋
ト
レ
」
指
導
、
保
健
師
の
自

宅
訪
問
な
ど
進
め
て
い
る
。
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
は
加
入
者
数
が
な
か
な

か
増
え
な
い
の
が
悩
み
。
現
状
の
70
～

80
人
レ
ベ
ル
を
せ
め
て
１
０
０
人
に
増
や

し
た
い
。

問
6
月
に
は
、
病
院
、
き
く
す
い
荘

の
運
営
指
針
を
示
す
と
い
わ
れ
た
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
（
町
長
）
議
会
の
特
別
委
員
会
の
議

論
を
踏
ま
え
て
方
向
性
を
見
い
だ
す
。

問
ま
ず
、
行
政
側
か
ら
示
す
べ
き
で

あ
っ
て
、
本
末
転
倒
だ
。
町
長
自
身
ど

う
し
た
い
の
か
。

答
（
町
長
）
思
い
は
あ
る
が
、
今
の
段

階
で
言
う
べ
き
事
で
は
な
い
。

問
指
針
が
な
け
れ
ば
議
論
が
で
き
な

い
し
、
町
行
政
が
一
向
に
進
ま
な
い
の

で
は
な
い
の
か
。
先
送
り
し
な
い
た
め

に
も
具
体
的
に
一
本
化
し
た
独
自
の
運

営
方
針
案
を
示
し
て
貰
い
た
い
。

答
（
副
町
長
）
考
え
方
は
、
一
本
化
し

て
い
な
い
が
、
い
ま
の
段
階
で
は
、
い
ろ

ん
な
選
択
肢
を
検
討
し
て
い
る
。

問
ま
ず
、
行
政
側
の
考
え
を
表
明
す

る
の
が
先
決
だ
。
12
月
議
会
ま
で
に
一

本
化
し
た
構
想
な
り
実
行
企
画
案
を
示

し
て
貰
い
た
い
。

答
（
町
長
）
全
力
で
取
り
組
む
が
、
執

行
部
と
議
会
が
議
論
し
結
論
を
出
し
て

ゆ
く
方
向
で
い
く
べ
き
と
思
う
。

問
で
は
そ
の
回
答
は
、
い
つ
ま
で
経

て
ば
で
き
る
の
か
。
先
送
り
す
べ
き
で

は
な
い
。

答
（
町
長
）
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
い
て

結
論
を
出
し
た
い
。

問
こ
れ
以
上
何
回
い
っ
て
も
結
論
が

で
な
い
よ
う
だ
。

提言
議
会
は
、
方
向
性
を
見
い
だ
す
た

め
に
特
別
委
員
会
で
議
論
し
て
い

る
。
執
行
部
も
議
会
に
頼
ら
ず
、
ま
ず

は
独
自
の
計
画
案
を
示
す
こ
と
だ
。
み

ん
な
の
意
見
を
聞
い
て
決
め
る
。
聞
こ

え
は
い
い
が
、
そ
れ
は
、
行
政
側
の
確

固
た
る
独
自
の
指
針
が
な
い
か
ら
で
、

先
送
り
行
政
の
典
型
だ
。
行
政
側
は
も

っ
と
行
政
主
導
で
真
摯
に
取
り
組
む
べ

き
だ
。

問
高
齢
者
の
運
転
免
許
自
主
返
納
の

場
合
、
町
独
自
の
特
典
は
あ
る
か
。

答
（
町
長
）バ
ス
会
社
か
ら
割
引
乗
車

券
の
交
付
や
ロ
マ
ン
館
の
入
浴
料
割
引

な
ど
は
あ
る
が
、町
独
自
の
特
典
は
な
い
。

問
運
転
免
許
自
主
返
納
の
方
に
南
関

町
で
は
、
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
の
半
年
無

料
乗
車
券
、
長
洲
町
で
も
乗
合
タ
ク
シ

ー
の
１
年
間
無
料
乗
車
券
を
交
付
さ
れ

て
い
る
。
和
水
町
に
も
あ
い
の
り
く
ん

が
あ
る
の
で
、
考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

答
（
町
長
）
あ
い
の
り
く
ん
を
利
用
し

て
も
ら
う
方
向
に
誘
導
す
る
た
め
に
、

他
の
町
村
が
ど
う
い
う
形
で
ど
の
よ
う

に
運
営
さ
れ
て
い
る
か
勉
強
す
る
。

問
昨
年
の
一
般
質
問
で
も
提
案
し
た

が
、
シ
ニ
ア
カ
ー
へ
の
補
助
金
は
検
討

し
た
か
。

答
（
町
長
）
道
路
の
環
境
面
や
誤
作
動

等
に
よ
る
交
通
事
故
も
心
配
さ
れ
て
い

る
。
財
政
面
も
含
め
課
題
が
あ
り
、
現

段
階
で
は
シ
ニ
ア
カ
ー
の
補
助
は
考
え

て
い
な
い
。

問
金
栗
四
三
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
閉
館
後
、

解
体
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
の
声

が
あ
る
が
。

答
（
町
長
）
金
栗
四
三
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

は
、
大
河
ド
ラ
マ
い
だ
て
ん
和
水
町
推

進
協
議
会
が
建
築
物
の
所
有
者
と
の
間

に
お
い
て
リ
ー
ス
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

建
築
か
ら
解
体
ま
で
に
か
か
る
費
用
総

額
を
リ
ー
ス
し
て
い
る
の
で
、
期
間
終

了
後
、
解
体
す
る
こ
と
に
な
る
。
展
示

物
に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
活
用
し

て
い
く
。

高
齢
者
が
健
康
で

生
き
が
い
の
持
て
る

ま
ち
づ
く
り
を
町
は

ど
う
取
り
組
ん
で
い
る
か

も
う
こ
れ
以
上

先
送
り
す
べ
き
で
は
な
い
！

運
転
免
許
自
主
返
納
者
に

シ
ニ
ア
カ
ー
の
補
助
金
を

白木　淳議員

森　潤一郎議員秋丸　要一議員

ビーチボールバレーで２連覇達成!!
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